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30匹のラットに STZを静脈注射し糖尿病を引き起こした後、うち 15匹には ACEIであ
る benazepril を投与した。また STZ も benazepril も投与しなかったラットをコントロー
ルとした。糖尿病発症後 4、12、24 週後の腎臓を摘出し、新鮮凍結切片を作成後、糸球体
における PAI-1,uPA,uPAR mRNAの発現を非放射性 in situ ハイブリダイゼーションにて
検討した。その後これらの発現を半定量化するため、各グループで 50個の糸球体において、
糸球体内総細胞数に対するそれぞれの mRNA 陽性細胞数の比を算出し統計学的処理した。


























性を支持するものであり、PAI-1・PA のプラスミンカスケード因子が ECM の代謝にも関
係していることが示唆された。 
